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従来の金属積層技術では、粉末材料の酸化や粉塵爆発の危険性があるため、マグネシウムやチタニウムなどの粉体の
取り扱いが困難で、利用範囲が限られている。(株)ヨシダが培った放射性物質用グローブボックスの閉じ込め・隔離・回収
技術と、産総研の3Dプリンタ及び粉体製造技術を活用し、現在50μm程度に限られている粉体を20μm程度にする高機能
な多目的「自己洗浄能力を有する超精密雰囲気制御型グローブボックスの開発」を行った。

研究開発の成果

１．容器内壁の金属微粉末の付着抑
制手法の開発
内壁の表面粗さ(Ra)を0.03μm以

下とし、内壁への粉体付着率40%以
下を達成した。
２．スノードライアイスブラスト法
による粉末剥離回収機構の開発
付着粉体の99%除去に要する所要

時間を1hrとし、未使用粉体の回収
率を再利用可能で50%以上とする高
機能グローブボックスを製作した。

3-1．容器内への酸素・水分の混
入場所の同定と対策
容器内の水分・酸素濃度を1ppm

以下とし、グローブボックスの機密
度としてハロゲンリーク試験で
0.0000vol%/hrとした。
3-2．容器内水分濃度のリアルタ
イムでの可視化
Ball-SAWセンサーを改良し、水

分濃度1ppmでの測定時間を1秒以
下とし、同時にアルゴンガス濃度同
時測定可能なリアルタイム分析シス
テムを開発した。
４．製品品質保証の評価検証法確立

上：全景、右上から：透視図、ダウンフローノズ
ル、可変ノズル、排出口


